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通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、2026 年５月 13 日に公表いたしました 2027 年３月期の通期業績予想を下記のとおり修

正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

１. 2027 年 3月期通期業績予想数値の修正 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

62,500 

百万円 

724 

百万円 

737 

百万円 

488 

円 銭 

124 16 

今回修正予想（Ｂ） 61,400 400 390 255 64 77 

増減額（Ｂ－Ａ） △1,100 △324 △347 △233 － 

増減率（％） △1.76% △44.75% △47.08% △47.75% － 

（ご参考）前期実績 

（2026 年 3 月期） 
57,716 782 791 374 95 78 

 

２. 修正の理由 

フローズン事業において、天候不順の影響により最需要期である夏季のアイスクリーム類

の販売が想定を下回りました。一方で、中期経営計画に基づき、今後の取扱拡大を見据えて

配送体制の強化に向けた人材の獲得を先行して進めたことから、売上高に対する人件費及び

物流費の比率が上昇いたしました。また、スーパーマーケット事業においては、2026 年９月

に新店舗「スーパー生鮮館 TAIGA 荏子田店」を開設したこと等により売上高は前期をやや上

回る見込みであるものの、新店舗の開設に伴う一時的な費用の計上等により、利益は当初の

予想を下回る見込みであります。これらの状況を踏まえ、通期業績予想を修正することとい

たしました。なお、獲得した人材による体制を活用し、新規取引先の開拓及び既存取引先と

の取引拡大による売上の獲得に取り組んでまいります。 

その結果、売上高、営業利益、経常利益及び当期純利益は前回発表予想を下回る見込みで



 

 

あります。 

（注）業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、実際の業

績は、当該予想数値と異なる場合があります。 

 

以 上 


